『和歌山県地域医療再生事業　在宅医療を担う人材の育成研修会』
『脳科学とリハビリテーション研修会　開催のご案内』
脳科学の知見は、リハビリテーション分野において様々な広がりを見せており、その応用に大きな期待が寄せられており、在宅医療においてもその重要性が示されています。今回の研修会では、まず、リハビリテーションと関連の深い運動制御・学習関連の内容を示します。運動と感覚の双対性、運動イメージ、多種感覚統合などをキーワードに概説します。自己の運動を認識できることは、身体所有感、運動主体感との関連が深く、自己の身体を上手くコントロールすることにつながります。
また、脳科学の知見の応用は、こうした運動の改善・向上に目が向けられ、評価や治療・トレーニングへの展開を中心に考えられていたように思います。しかし、近年、社会脳（social brain）の研究知見もリハビリテーション領域で目立つようになってきています。しかも、今まで運動関連の研究をしていた研究者達が、社会脳の研究を始めているのです。その背景には、ミラーニューロンシステムに代表されるように運動の認識と他者のこころの理解には、共通する神経基盤があるからです。リハビリテーションの目的は、運動を回復させることがすべてでなく、対象者を社会適応することを手助けすることから考えると「社会脳」の研究・学習は必須であると思われます。
今回は、運動制御・学習に関連する脳科学の知見だけではなく、社会脳を含めた内容を伝えたいと思っています。
日　時：平成26年9月27日（土）14：00受付　14：30～17：00　
　場　所：きびドーム（和歌山県有田郡有田川町下津野2021）

　参加費：無料

　対　象：理学療法士、作業療法士、言語聴覚士等
講　師 : 竹林　秀晃 （土佐リハビリテーションカレッジ　理学療法学科　学科長）
1997年：土佐リハビリテーションカレッジ理学療法学科卒業
1997年：土佐リハビリテーションカレッジ理学療法学科　専任講師
1997年：京都大学医学部附属病院　研修生
2005年：高知工科大学大学院工学研究科 修了（工学修士）
2009年：高知大学大学院医学系研究科神経科学専攻 修了（医学博士）
　＊当研修会は和歌山県地域医療再生事業による『在宅医療を担う人材の育成』を目的として、医療と介護の連携強化を図り、和歌山県内の地域医療活性化を目的とした事業です。

　＊理学療法士協会員は、新人教育プログラム「Ｃ－１神経系疾患の理学療法」および生涯学習プログラムの履修対象となります。

問い合わせ・申込み先：老人保健施設リバティ博愛　リハビリテーション課　西川　典男迄

　　　　　　　　　　　Mail :  liberty.rehabili@hakuaikai.net
参加申込み締切：平成26年9月20日（土）厳守
                別紙申込み用紙に記入して申し込みお願い致します。

主　催：公益社団法人和歌山県理学療法士協会
共　催：一般社団法人和歌山県作業療法士会・一般社団法人和歌山県言語聴覚士会
